
特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

72,265

R元補正前
予算額

備　　考

事業

根拠条例等

総合計画 　　 　　

  職員人件費及び臨時職員・非常勤職員に係る社会保険
料事業主負担金の減額、令和元年度末退職予定者25名に
係る退職手当特別負担金の補正。

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目

款

項

　人件費の減額と、退職手当特別負担金の計上。また、
臨時職員等に係る社会保険料事業主負担金の減額を計
上。

人事課

区分

<--->

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

3,507,480

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 一般会計人件費等補正予算

補正予算

72,265

補正額

3,435,215

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

補正前 補正額 補正後
給料 1,548,384 △ 16,450 1,531,934
職員手当 972,418 △ 2,300 970,118
共済費 604,598 △ 21,350 583,248
退職手当負担金 309,815 △ 2,650 307,165
退職手当特別負担金 0 115,015 115,015
合計 3,435,215 72,265 3,507,480

（単位：千円）
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年度 会計 区分

<2019> <1> <2-1-1-4>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 ふるさと応援寄附金業務委託事業

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　ふるさと寄附制度は、宇陀市の発展を応援したいとい
う皆様の善意によるもので、寄附金は「ふるさと応援基
金」に積立て、それを財源として事業に活用する。

事業 4
ふるさと応援寄附
金管理費

目 1 一般管理費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　６－２－３ 健全な財政運営

根拠条例等 宇陀市ふるさと寄附条例

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　ふるさと寄附金の増に伴う、お礼品代等事業委託料の
増額。
　委託料　3,932千円

分担金･負担金

使用料･手数料

3,932

R元補正前
予算額

42,226

R元現計
予算額

46,158

特定財源の状況

その他

一般財源 3,932

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
役務費 1,019 0 1,019
委託料 41,207 3,932 45,139

合 計 42,226 3,932 46,158

(単位:千円)
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38,000

一般財源

補正額

ふるさと応援寄附金　38,000千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）ふるさと寄附金の増に伴うふるさと応援基金への積立
　ふるさと応援基金積立　38,000千円

分担金･負担金

使用料･手数料

38,000

R元補正前
予算額

75,066

R元現計
予算額

113,066

特定財源の状況

その他

総合計画 　　 　　

根拠条例等 宇陀市ふるさと寄附条例

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市の発展を応援したいという皆様の善意により寄
附されたふるさと応援寄附金を基金に積み立てる。

事業 1 本庁財産管理費

目 3 財産管理費

項 1 総務管理費

所管課 総務課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 ふるさと応援基金積立金

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <2-1-3-1>

基金名

ふるさと応援基金 274,566

令和元年度末残高（見込み）

令和元年度末基金残高見込み　　　　　（千円）

科 目 補正前 補正額 補正後

積立金 75,066 38,000 113,066

(単位:千円)
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▲ 3,100

一般財源

補正額

公立小中学校空調設備設置緊急支
援補助金　　　　 　　7,000千円
過疎対策事業債　 　 60,000千円
財政調整基金利子 　▲1,870千円
地域づくり推進基金利子
　　　　　　　 　　▲1,230千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費 7,000

市債 60,000

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　後年度の地域振興に係る事業の財源として過疎対策事
業債を原資として地域づくり推進基金への積立て、小中
学校空調設備設置事業において発行の市債の償還財源と
して受入れる県補助金の減債基金への積立てを行う。
　また、利率低迷により利子額が当初見込みを下回った
ことによる減額補正。

分担金･負担金

使用料･手数料

63,900

R元補正前
予算額

282,819

R元現計
予算額

346,719

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　６－２－３ 健全な財政運営

根拠条例等 宇陀市財政調整基金条例・宇陀市減債基金条例・宇陀市地域づくり推進基金条例

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　将来の財政負担や市債の償還財源として、また地域振
興に係る事業の財源として基金への積立てを行う。

事業 1 本庁財産管理費

目 3 財産管理費

項 1 総務管理費

所管課 財政課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 基金積立事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <2-1-3-1>

科 目 補正前 補正額 補正後

減債基金積立金 459 7,000 7,459

財政調整基金積立金 272,400 △ 1,870 270,530

地域づくり推進基金積立金 9,960 58,770 68,730

合 計 282,819 63,900 346,719

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <2-1-3-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 財産管理業務

所管課 管財課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　市行政の拠点施設であり、災害時には災害対策本部と
なる宇陀市本庁舎施設・設備の適正かつ良好な維持管理
を行うとともに、来庁者に利用しやすい快適な環境を提
供するため、本庁舎等の環境管理・清掃業務等の庁舎敷
地内管理を行う。また、共用公用車及び共用マイクロバ
スの効率的運用、適正な維持管理に努め、安全運転確保
を図る。

事業 1 本庁財産管理費

目 3 財産管理費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

根拠条例等 宇陀市庁舎管理規則  他

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　本庁舎、地域事務所の清掃業務・宿直業務委託料、マ
イクロバス運転業務委託料の入札差額、本庁舎電話料金
の不用額の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,534

R元補正前
予算額

83,467

R元現計
予算額

80,933

特定財源の状況

その他 2,542

一般財源 ▲ 5,076

補正額

公用車売払収入　2,542千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
旅費 10 0 10
需用費 31,839 0 31,839
役務費 12,755 △ 700 12,055
委託料 31,090 △ 1,834 29,256
使用料及び賃借料 3,748 0 3,748
工事請負費 2,752 0 2,752
補償、補填及び賠償金 1,000 0 1,000
公課費 273 0 273

合 計 83,467 △ 2,534 80,933

(単位:千円)
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補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

7,089

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 定住促進奨励事業・子育て世代支援事業（地方創生）

補正予算

▲ 2,000

補正額

9,089

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分

<2-1-18-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(企画財政部)

事業の目的

区分 区分名№

目 18
地方創生総合事業
費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

　市内に住宅を取得した要件を満たす方に奨励金（ウッ
ピー商品券）を交付し、人口減少の歯止めと定住化及び
活力あるまちづくりを推進する。
　平成27年度からは、奨励金の上乗せにより、子育て世
代への支援を行っている。

まちづくり支援課

備　　考

事業 1
地方創生総合事業費
（まちづくり支援課）

根拠条例等 宇陀市経済対策としての定住促進奨励金交付要綱

総合計画 基本計画　２－２－３ Ｕ・I・Ｊターンの促進

　対象者の減が見込まれるため減額。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 2,000

R元補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 30 0 30
役務費 59 0 59
委託料 1,000 0 1,000
負担金、補助、及び交付金 8,000 △ 2,000 6,000

合 計 9,089 △ 2,000 7,089

(単位:千円)

令和元年12月までの実績
転入 転居

定住促進奨励事業 1,100千円（11件） 800千円（16件）
子育て世代支援事業 350千円（4件） 1,450千円（14件）

-6-



一般財源

補正額

過疎対策事業債　▲1,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債 ▲ 1,500

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　補助金支給対象者の減が見込まれるため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,500

R元補正前
予算額

17,713

R元現計
予算額

16,213

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－２－３ Ｕ・I・Ｊターンの促進

根拠条例等 宇陀市空き家対策・起業者支援事業補助金交付要綱

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　空き家等を改修し、農家民宿や店舗等として活用する
にあたり、補助金を支給する。

事業 1
地方創生総合事業費
（まちづくり支援課）

目 18
地方創生総合事業
費

項 1 総務管理費

所管課 まちづくり支援課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 空き家活用推進事業（地方創生）

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <2-1-18-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 18 0 18
役務費 5 0 5
委託料 10 0 10
負担金、補助、及び交付金 17,680 △ 1,500 16,180

合 計 17,713 △ 1,500 16,213

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 1,300

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　地域おこし協力隊員10名を目指し、地域資源を活用し
た起業家の育成を行う予定だったが、隊員数が8名のた
め不用分を減額する。
令和元年度中の新規採用　3名
（令和元年度で1名退職）

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,300

R元補正前
予算額

32,582

R元現計
予算額

31,282

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－２－１ 雇用の創出

根拠条例等 まち・ひと・しごと創生法

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　「宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」で掲げて
いる基本目標「しごと：地域資源を活かして育てるまち
づくり」を推進するため、国の地域おこし協力隊制度を
活用するとともに官民連携による起業家を育成し、経済
循環を図る。

事業 2
地方創生総合事業
費（企画課）

目 18
地方創生総合事業
費

項 1 総務管理費

所管課 企画課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 アントレプレナー育成循環事業【大和高原しごとづくり事業】（地方創生）

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <2-1-18-2>

科 目 補正前 補正額 補正後
賃金 14,250 0 14,250
委託料 998 0 998
負担金、補助及び交付金 17,334 △ 1,300 16,034

合 計 32,582 △ 1,300 31,282

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 500

補正額

地方創生推進交付金 ▲500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　1,500千円
補正額　▲1,000千円
補正後　　　500千円

国費 ▲ 500

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　販路拡大・開拓に向けた事業所相談等の実績による不
用額の減額。

委託料　▲1,000千円 分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,000

R元補正前
予算額

1,500

R元現計
予算額

500

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－２－２ イノベーションの創出

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　市内の農産物や加工品等を都市圏の百貨店等に継続し
て取引を行っていくため、商品企画やパッケージ等の開
発・事業所相談等について、販路を見出す専門家を招
き、産業の活性化を図る。

事業 8
地方創生総合事業
費（産業企画課）

目 18
地方創生総合事業
費

項 1 総務管理費

所管課 産業企画課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名
アントレプレナー育成循環事業
【商品企画支援事業】（地方創生）

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <2-1-18-8>
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一般財源 ▲ 500

補正額

地方創生推進交付金　▲500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　9,366千円
補正額　▲1,000千円
補正後　　8,366千円

国費 ▲ 500

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　薬草メニュー開発に対する補助、薬効成分のある栄養
機能性成分調査に対する助成の支給額確定に伴う減額。

補助金　▲200千円
助成金　▲800千円

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,000

R元補正前
予算額

9,366

R元現計
予算額

8,366

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－４－３ 新たな産業の展開

根拠条例等

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市で、日本最初の薬狩りが行われた様子の壁画が
星薬科大学本館の壁画に描かれている。薬とゆかりのあ
る宇陀を薬草のまちとして推進し、大和当帰など宇陀の
薬草の魅力を市内外に発信する。
　また、新たな産業と地域活性化を図るため、薬草メ
ニュー開発や一次加工品の薬効成分のある機能性成分を
調査し、販売促進に取り組む事業者を支援する。

事業 8
地方創生総合事業
費（産業企画課）

目 18
地方創生総合事業
費

項 1 総務管理費

所管課 産業企画課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 薬草を活用したまちづくり事業（地方創生）

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <2-1-18-8>
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補正前　6,773千円
補正額　1,067千円
補正後　7,840千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 1,067

県費

市債

その他

一般財源

1,067

R元補正前
予算額

備　　考

事業 1
本庁戸籍住民基本
台帳費

根拠条例等 宇陀市印鑑条例、宇陀市手数料条例、番号法総務省令第３５条・３６条・３７条

総合計画

個人番号カード交付事業費補助金
         　　　　　  1,067千円

基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

〇個人番号カード発行等事務委任に係る交付金
　個人番号カードの交付実績の増加に伴い、地方公共団
体情報システム機構へ委任している個人番号通知カー
ド、個人番号カード関連事務及び公的個人認証業務関連
事務等に関する経費の増額。

宇陀市一般会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1
戸籍住民基本台帳
費

款 2 総務費

項 3
戸籍住民基本台帳
費

　戸籍・住民基本台帳・印鑑登録・住基ネット等に関す
るデータの整備、保守及び保存を確実に行い、各種証明
書交付等の住民サービスを行う。さらに、マイナンバー
制度における個人番号カードの交付事務を通じて社会保
障・税制度の効率化・透明性を高め、公正公平な社会を
実現する。

市民課

区分

<2-3-1-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

7,840

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 個人番号カード発行等事務委任交付金

補正予算

補正額

6,773

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費 ▲ 5,852

市債

その他

一般財源

▲ 5,852

R元補正前
予算額

備　　考

事業 1
知事選挙及び県議
会議員選挙費

根拠条例等 公職選挙法

総合計画

知事及び県議会議員選挙費委託金
　　　　　　 　　　▲5,852千円

　　 　　

　奈良県知事及び奈良県議会議員選挙にかかる執行経費
の確定に伴う減額。

宇陀市一般会計予算(総務部総務課内)

事業の目的

区分 区分名№

目 2
知事及び県議会議
員選挙費

款 2 総務費

項 4 選挙費

 奈良県知事及び奈良県議会議員の任期満了に伴い、平
成31年4月7日に統一地方選挙を執行。

選挙管理委員会

区分

<2-4-2-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

12,395

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 知事及び県議会議員選挙費

補正予算

補正額

18,247

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 1,879 △ 164 1,715

職員手当等 10,629 △ 3,385 7,244

賃金 444 △ 82 362

需用費 1,079 △ 648 431

役務費 1,346 △ 694 652

委託料 1,760 △ 455 1,305

使用料及び賃借料 1,110 △ 424 686

合 計 18,247 △ 5,852 12,395

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <2-4-3-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 参議院議員通常選挙費

所管課 選挙管理委員会 (総務部総務課内) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

　参議院議員通常選挙を令和元年7月21日に執行。

事業 1 参議院議員選挙費

目 3 参議院議員選挙費

項 4 選挙費

総合計画 　　 　　

根拠条例等 公職選挙法

国費 ▲ 12,240

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　参議院議員通常選挙に係る執行経費の確定に伴う減
額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 12,240

R元補正前
予算額

32,153

R元現計
予算額

19,913

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

参議院議員選挙費委託金
　　　　　　　　　▲12,240千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 3,113 △ 198 2,915

職員手当等 17,529 △ 8,694 8,835

賃金 1,183 △ 322 861

報償費 18 0 18

需用費 2,191 △ 953 1,238

役務費 2,269 △ 200 2,069

委託料 4,530 △ 1,051 3,479

使用料及び賃借料 870 △ 372 498

備品購入費 450 △ 450 0

合 計 32,153 △ 12,240 19,913

(単位:千円)

-13-



一般財源

補正額

国民年金事務費委託金
　　　　　　　　　▲1,160千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　3,603千円
補正額　▲1,160千円
補正後　　2,443千円

国費 ▲ 1,160

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国民年金第1号被保険者の産前産後機関の保険料免除
及び学生納付特例に係る申請様式見直しに伴うシステム
改修を予定していたが、国の法改正等の遅れにより学生
納付特例申請様式のシステム改修分が見送りとなったた
め不用分を減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,160

R元補正前
予算額

3,603

R元現計
予算額

2,443

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　６－２－１ 行政サービスの向上

根拠条例等 国民年金法等の一部を改正する法律のうち国民年金の第１号被保険者の産前産後の保険料免除に関する規程

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　市区町村から日本年金機構へ回付される国民年金業務
の届書報告書については、国民年金事務全体の効率化及
び適正化の観点から、個人番号による届出の実施にあわ
せ、電子媒体化および紙媒体の様式統一化に向け、平成
29年度より改修を行っている。

事業 1 本庁国民年金費

目 4 国民年金費

項 1 社会福祉費

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 国民年金受託事務(システム改修)

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <3-1-4-1>
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一般財源

補正額

介護サービス施設等整備促進事業
補助金　　　　　　▲39,200千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費 ▲ 39,200

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　本年度、小規模多機能居宅介護事業所1カ所が整備さ
れる予定だったが、令和2年3月までに建設工事が完成で
きなくなったため減額する。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 39,200

R元補正前
予算額

39,200

R元現計
予算額

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－２－４ 地域福祉の環境づくり

根拠条例等 奈良県地域密着型サービス施設等整備促進事業補助金交付要綱

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　病床の機能分化及び連携に伴って増加する退院患者に
対応しつつ、また、今後急増する高齢単身世帯、夫婦の
みの世帯、認知症高齢者等が可能な限り住み慣れた地域
において継続して日常生活を営むことを可能とするた
め、地域密着型サービス等、地域の実情に応じた介護
サービス提供体制の整備を促進することを目的とする。

事業 1 本庁介護保険費

目 6 介護保険費

項 1 社会福祉費

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 介護サービス施設等整備促進事業補助金

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <3-1-6-1>

(単位:千円)

項　目 金　額

整　　備 32,000

開設準備 7,200

合　　計 39,200

備　考

交付基礎単価

800千円×9床

科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び
交付金

39,200 △ 39,200 0

(単位:千円)
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一般財源 1,770

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　貸付制度（新築・宅地・改修）は、平成13年度で廃止
されたが、その後の償還等に係る事務を行っている。公
正で効率的に償還を進めるために、奈良県住宅新築資金
等貸付金回収管理組合に加入し、債権の回収を管理組合
が行い、その会計処理を特別会計で処理している。

　貸付資金の回収を行っている奈良県住宅新築資金等貸
付金回収管理組合が、資金借受人の死亡等により、償還
不能と判断した7,074,664円の4分の1を一般会計から特
別会計に繰り出し、会計処理するものである。

分担金･負担金

使用料･手数料

1,770

R元補正前
予算額

5,694

R元現計
予算額

7,464

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－１－１ 人権尊重の社会づくり

根拠条例等 「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」、「宇陀市部落差別をはじめとするあらゆる差別の解消の推進に関する条例.」等

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　歴史的社会的理由により、生活環境等の安定向上が阻
害されている地域の環境改善を図るため、町村条例に基
づき貸付を行った「住宅新築資金」「宅地取得資金」及
び「住宅改修資金」について、貸付を行った資金を公正
で適正かつ効率的に回収する。

事業 1 人権行政推進費

目 7 人権行政推進費

項 1 社会福祉費

所管課 人権推進課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 住宅新築資金等貸付事業会計繰出金

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <3-1-7-1>

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合

（単位：千円）

未償還額

(回収不能額)

S56 宅地 3,814,563 2,311,550 1,503,013 1,127,000 376,013

S57 宅地 3,814,563 1,326,355 2,488,208 1,866,000 622,208

S61 新築 7,260,614 4,177,171 3,083,443 2,312,000 771,443

14,889,740 7,815,076 7,074,664 5,305,000 1,769,664

償還事務審査会において償還不能債権と判定された債権

貸付金元利額 償還額 補助金 3/4 市費 1/4

(単位:千円)

科 目 補正前 補正額 補正後

5,694 1,770 7,464
住宅新築資金等貸
付事業会計繰出金
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補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

65,490

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 菟田野人権交流センター大規模改修事業

補正予算

20

補正額

72,570

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分

<3-1-8-40>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 8
人権交流センター
費

款 3 民生費

項 1 社会福祉費

　菟田野人権交流センターは、昭和54年に隣保館・老人
福祉センター・地区体育館機能を有する複合施設として
建設され、人権啓発の拠点施設として住民の福祉の向上
及び住民相互の交流の場として長年利用されている。
　しかし、老朽化に伴う施設・設備の不具合等が顕著な
ため、大規模改修することにより利用頻度の高い当施設
の維持管理を行う。

人権交流センター

備　　考

事業 40
菟田野地域事務所人
権交流センター費

根拠条例等 宇陀市人権交流センター等設置及び運営に関する条例

総合計画

過疎対策事業債　▲7,100千円

基本計画　４－１－１ 人権尊重の社会づくり

　令和元年度予定していた大規模改修工事にかかる設計
業務、体育館等の解体工事に係る監理業務について、事
業費の確定に伴う減額。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債 ▲ 7,100

その他

一般財源

▲ 7,080

R元補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
旅費 93 0 93
需用費 100 0 100
役務費 390 0 390
委託料 22,022 △ 7,080 14942
使用料及び賃借料 250 0 250
工事請負費 49,715 0 49715

合 計 72,570 △ 7,080 65,490

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 935

補正額

児童虐待防止対策支援事業補助金
　　　 　　　　　　▲1,868千円
子ども・子育て支援交付金
（国） 　　　　　　　　840千円
（県） 　　　　　　　　840千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 1,028

県費 840

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　実績見込みによる家庭児童相談員賃金の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,123

R元補正前
予算額

8,108

R元現計
予算額

6,985

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 宇陀市家庭児童相談室設置運営要綱、宇陀市要保護児童対策地域協議会要綱他

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　社会問題となっている児童虐待などの未然防止と早期
発見に努め、相談・支援体制の充実を図る。
　宇陀市ファミリーサポートセンターが、子どもを預け
たい人に子育てサポーターをコーディネートし、子育て
中の保護者を応援する。

事業 1
本庁児童福祉総務
費

目 1 児童福祉総務費

項 2 児童福祉費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 家庭相談員・ファミリーサポートセンター事業（地方創生）

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <3-2-1-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
賃金 6,993 ▲ 1,123 5,870
報償費 320 0 320
旅費 10 0 10
需用費 259 0 259
役務費 252 0 252
委託料 144 0 144
備品購入費 120 0 120
負担金、補助及び交付金 10 0 10

合 計 8,108 ▲ 1,123 6,985

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 1,212

補正額

児童手当負担金
（国）　　　▲5,016千円
（県）　　　▲1,212千円
　

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 5,016

県費 ▲ 1,212

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　出生が見込みを下回ったこと等により、不用となった
児童手当の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 7,440

R元補正前
予算額

325,800

R元現計
予算額

318,360

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 児童手当法

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　児童手当を次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを
支援するため、中学校終了前までの子どもについて支給
する。

事業 1 本庁児童措置費

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 児童手当

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <3-2-2-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
児童手当 325,800 ▲ 7,440 318,360

(単位:千円)
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一般財源 10

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　平成30年度における児童手当県負担金の精算に伴う返
還。

分担金･負担金

使用料･手数料

10

R元補正前
予算額

212

R元現計
予算額

222

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 児童手当法、児童扶養手当法、子ども・子育て支援法、子ども・子育て支援交付金交付要綱

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　児童手当を次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを
支援するため、中学校終了前までの子どもについて支給
する。

事業 1 本庁児童措置費

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 過年度分児童手当等交付金精算返還金

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <3-2-2-1>

項 目 県負担金確定額 H30年度受入額 返還額
児童手当負担金 51,709,666 51,718,833 9,167

(単位:円)

科 目 補正前 補正額 補正後
償還金、利子及び割引料 212 10 222

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <3-2-2-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 市外委託保育実施事業・私立保育所運営費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

◯市外委託保育実施事業
　保護者の通勤等の理由により、宇陀市内保育所での保
育が困難な児童等を他市町村保育所において委託保育を
実施する。
◯私立保育所運営費
　児童福祉法に基づき保護者が居宅内・外勤務、疾病又
は災害等により、家庭内において十分保育することが出
来ない児童を、保護者にかわって私立保育園において保
育を実施する。

事業 1 本庁児童措置費

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 宇陀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例等

国費 ▲ 2,820

県費 ▲ 1,410

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）市外委託保育実施事業
　退園等により園児数が減少したことにより減額。
私立保育所運営費
　0歳児の入園者が見込みを下回ったことにより減額。 分担金･負担金 ▲ 1,360

使用料･手数料

▲ 7,000

R元補正前
予算額

155,066

R元現計
予算額

148,066

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 1,410

補正額

保育所保護者負担金　▲560千円
市外委託保育保護者負担金
　　　　　　　　　　▲800千円
子どものための教育・保育給付
負担金
（国）　　　　　　▲2,820千円
（県）　　　　　　▲1,410千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
市街委託保育実施事業 14,729 ▲ 5,000 9,729
私立保育所運営費 140,337 ▲ 2,000 138,337

合 計 155,066 ▲ 7,000 148,066

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 27,407

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　雇用した臨時職員の病気休暇及び時間短縮等、予定雇
用日数を下回ったことにより、不用となった賃金の減
額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 27,407

R元補正前
予算額

105,509

R元現計
予算額

78,102

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　６－２－２ 効率的な業務運営体制の構築

根拠条例等 宇陀市臨時職員に関する要綱

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市立こども園、保育所に配置する保育教諭、保育
士、看護師、調理員は一般職だけでは不足するため、必
要な人員を臨時職員として任用する。

事業 1
本庁児童福祉施設
費

目 3 児童福祉施設費

項 2 児童福祉費

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 こども園・保育所(園)臨時職員賃金

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <3-2-3-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
臨時職員賃金 105,509 ▲ 27,407 78,102

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <3-2-5-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 放課後児童健全育成事業

所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 民生費

区分 № 区分名

事業の目的

　小学校に就学している児童の保護者が労働等により昼
間家庭にいない者に、政令で定める基準に従い、授業の
終了後に小学校等の余裕教室等を利用して適切な遊び及
び生活の場を与えて、その健全な育成を図る。

事業 1
本庁放課後児童健
全育成事業費

目 5
放課後児童健全育
成事業費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画　１－３－２ 子育て支援の充実

根拠条例等 宇陀市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　放課後に適切な遊びを与え、楽しい集団生活を体験さ
せ、学校生活と家庭生活の結び目としての役割を果たす
ため、NPO法人学童クラブうだに委託している運営委託
料を利用児童数が減少したことにより減額。 分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,800

R元補正前
予算額

46,058

R元現計
予算額

43,258

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 2,800

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 46,058 ▲ 2,800 43,258

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

33,674

R元補正前
予算額

備　　考

事業 1 生活保護総務費

根拠条例等 生活保護法第１９条（第１号法定受託事務）

総合計画 基本計画　１－２－３ 困難を抱えた家庭への自立支援

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 生活保護総務費

款 3 民生費

項 3 生活保護費

　平成30年度分の生活保護扶助費国庫負担金額及び生活
困窮者自立相談支援事業等国庫負担金の精算に伴う返還
金。

厚生保護課

区分

<3-3-1-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

33,674

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 過年度分国庫支出金精算に伴う返還金

補正予算

33,674

補正額

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）国庫返還金 平成30年度分精算内訳 （単位：円）

受入済額 実績額 差引

計 551,273,310 517,599,940 33,673,370

自立相談支援
事業負担金

149,310 17,397 131,913

生活扶助費
負担金

218,970,000 209,178,773 9,791,227

医療扶助費
負担金

327,960,000 304,835,770 23,124,230

適正実施推進
事業補助金

3,807,000 3,568,000 239,000

住居確保給付金
負担金

387,000 0 387,000

科 目 補正前 補正額 補正後
償還金、利子及び割引料 0 33,674 33,674

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <4-2-1-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 宇陀衛生一部事務組合負担金

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、廃棄物
を適正に処理し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を
図る。

事業 1 清掃総務費

目 1 清掃総務費

項 2 清掃費

総合計画 基本計画　５－２－２ 生活衛生環境の向上

根拠条例等 宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　宇陀衛生一部事務組合において入札等により不用額が
生じたため、それに伴う宇陀衛生一部事務組合負担金の
減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,900

R元補正前
予算額

67,471

R元現計
予算額

65,571

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 1,900

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　　 67,471千円
補正後　　　　 65,571千円
差引補正額　　▲1,900千円
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年度 会計 区分

<2019> <1> <4-2-2-3>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 宇陀市指定ごみ袋等購入費

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、廃棄物
を適正に処理し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を
図る。

事業 3 本庁じん芥処理費

目 2 じん芥処理費

項 2 清掃費

総合計画 基本計画　５－２－１ ごみの適正処理の推進

根拠条例等 宇陀市廃棄物の処理及び清掃に関する条例

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　宇陀市指定ごみ袋等の購入枚数の実績に基づき減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 4,000

R元補正前
予算額

10,155

R元現計
予算額

6,155

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 4,000

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　10,155千円
補正額　 ▲4,000千円
補正後　　 6,155千円
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補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 農業用雨除けハウス設置事業

補正予算

補正額

1,000

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分

<5-1-3-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 3 農業振興費

款 5 農林水産業費

項 1 農業費

　宇陀市の特産品であるホウレンソウなど、需要の高い
夏季において降雨による生産障害を防ぎ、周年栽培によ
る生産振興を促進するため、雨除けハウス設置に係る経
費の一部を補助する。

農林課

備　　考

事業 1 農業振興費

根拠条例等 宇陀市新設雨除けハウス設置事業補助金交付要綱

総合計画

農業支援基金繰入金 ▲1,000千円

基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

　令和元年度において、補助金の申請がなかったため減
額する。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 ▲ 1,000

一般財源

▲ 1,000

R元補正前
予算額

科　　 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 1,000 ▲ 1,000 0

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <5-1-3-7>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 農業経営体育成支援事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　昨今の日本の農業は、農業所得の激減、農業従事者の
減少や高齢化の進展、農地面積の減少等を受け厳しい状
況におかれている。
　このような中で、農業生産の持続性を確保し、意欲あ
る多様な経営体の育成や確保を図っていくことが必要で
ある。
　このため、それぞれの経営体が直面している課題に応
じたきめ細やかな支援の実施を通じ、意欲ある多様な経
営体の育成や支援を行う。

事業 7 経営体育成交付金

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 宇陀市経営体育成支援事業補助金交付要綱

国費

県費 ▲ 8,009

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新規就農者、認定農業者、集落営農等、人・農地プラ
ン作成地区で経営改善を目指す中心経営体等に位置づけ
られた地域農業を担う者に対する農業機械の更新・導入
及びハウスの整備等に係る補助金の確定による減額。 分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 8,009

R元補正前
予算額

8,592

R元現計
予算額

583

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

経営体育成交付金   ▲8,009千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　　 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 8,592 ▲ 8,009 583

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 400

補正額

多面的機能支払交付金
　　　 　▲1,199千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費 ▲ 1,199

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　農地維持支払・資源向上支払（共同活動）において、
継続28組織・新規2組織を予定していたが、活動組織数
が継続27組織となったことによる減額。

【補正前】
　　継続組織数　28組織
　　新規組織数　 2組織
　　交付金額　　28,240千円

【補正後】
　　継続組織数  27組織
　　交付金額　　26,641千円

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,599

R元補正前
予算額

28,483

R元現計
予算額

26,884

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 多面的機能支払交付金実施要綱

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　農地・農業用水等の資源は、農村の過疎化、高齢化の
進行に伴う集落機能の低下により、適切な保全管理が困
難となっている。
　そのため、地域主体の保全管理の取組を強化し、地域
共同による農地や、農業用水等の資源の保全管理活動
と、その一環として行う農村の環境保全活動に加え、農
地周りの農業用排水路や、農道・ため池等の施設の長寿
命化を図るための取組に対して支援を行う。

事業 11
多面的機能支払交
付金事業

目 3 農業振興費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 多面的機能支払交付金事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <5-1-3-11>

科　　 目 補正前 補正額 補正後

需用費 159 0 159

役務費 41 0 41

使用料及び賃借料 43 0 43

負担金、補助及び交付金 28,240 ▲ 1,599 26,641

合　　 計 28,483 ▲ 1,599 26,884

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <5-1-3-25>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 宮奥ダム計装設備更新事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀川の最上流に位置する宮奥ダムの適切な管理運営
により、大宇陀南部地域の安定した農業用水及び生活用
水の確保を行う。

事業 25 宮奥ダム管理費

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 宇陀市宮奥ダム管理条例　宇陀市宮奥ダム管理条例施行規則　河川法　河川法施行令　河川法施行規則　水利使用規則

国費

県費 ▲ 13,364

市債 ▲ 7,100

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）大宇陀南部地域の安定した農業用水及び生活用水を確保
するため、平成11年4月の供用開始後19年が経過し、老
朽化が著しい計装設備の更新について、事業費が入札に
より確定したため減額。 分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 23,568

R元補正前
予算額

133,714

R元現計
予算額

110,146

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 3,104

補正額

宮奥ダム計装設備更新工事補助金
                  ▲13,364千円
合併特例債　　　　▲53,000千円
過疎対策事業債　　　45,900千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　　 目 補正前 補正額 補正後

委 託 料 15,000 ▲ 2,580 12,420

工 事 請 負 費 118,045 ▲ 20,988 97,057

事 務 費 669 0 669

合　　 計 133,714 ▲ 23,568 110,146

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <5-1-3-91>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 農業次世代人材投資事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図り、経営が
不安定な就農直後（最長5年間）の所得を確保するた
め、給付金を交付する。

事業 91
新規就農者確保事
業

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－３ 付加価値の高い農産物づくりの推進

根拠条例等 宇陀市青年就農給付金事業補助金交付要綱

国費

県費 ▲ 3,750

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　新規就農予定者3名を宇陀市青年等就農計画認定審査
会において審査する予定であったが、申請者が1名とな
り、交付開始が令和元年度下期からとなったため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,750

R元補正前
予算額

18,750

R元現計
予算額

15,000

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

農業次世代人材投資事業補助金
　　　　　　　 　▲3,750千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

：

： 年間1,500,000円／1名

： 最長5年間

給 付 額

就農時45歳未満で独立・自営就農した者で、

給 付 期 間

要 件

就農後の総所得が350万円未満の者

科　　 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 18,750 ▲ 3,750 15,000

(単位:千円)
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一般財源

補正額

ため池防災対策調査計画事業補助
金　　　　　　　　　19,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費 19,500

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　令和元年度において、ため池防災対策調査計画事業に
伴う補助金の交付があったため、ため池の耐震診断業務
を実施する。

分担金･負担金

使用料･手数料

19,500

R元補正前
予算額

R元現計
予算額

19,500

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　２－４－１ 災害の未然防止対策の推進

根拠条例等

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　東日本大震災において、ため池などの農業水利施設が
被災し、人命が失われるなどの被害が発生したため、早
急に施設の現状を確認し災害予防に努める必要がある。
　このため、農業用水利施設である、ため池の耐震診断
により施設整備に先行して、短期間・低コストで実現可
能な減災対策を実施し、施設の安全を図るとともに地域
の安全を確保する。

事業 97
ため池防災対策調
査計画事業

目 3 農業振興費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 ため池防災対策調査計画事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <5-1-3-97>

委 託 内 容 箇　所　数 事　業　費

ため池耐震診断等業務委託 2箇所 19,500

（単位：千円）

科　　 目 補正前 補正額 補正後

委　　託　　料 0 19,500 19,500

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <5-1-6-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 農業水路等長寿命化事業負担金

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　農業経営の合理化及び農業生産力の増強を促進するた
め、国営総合農地開発事業地区における水利施設の機能
確保を県営事業で実施する。

事業 1 農業土木費

目 6 農業土木費

項 1 農業費

総合計画 基本計画　３－３－１ 農業生産基盤の整備と農地の保全

根拠条例等 土地改良法第９１条第６項

国費

県費

市債 2,700

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県営事業で実施する農業水路等長寿命化事業の事業費
が増額となったため、負担金を増額する。
　また、事業主体の県との分担金等に関する協定によ
り、受益者である大和高原南部地区の分担金は、市の負
担金と併せて一括して奈良県に納入する。

分担金･負担金

使用料･手数料

6,739

R元補正前
予算額

3,000

R元現計
予算額

9,739

特定財源の状況

その他 4,174

一般財源 ▲ 135

補正額

雑入　　　　　　　   4,174千円
合併特例債　　　 　▲2,800千円
過疎対策事業債　　　 5,500千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　　 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 3,000 6,739 9,739

うち 市 負担金（10%） 3,000 2,565 5,565

うち地元負担金（7.5%） 0 4,174 4,174

合　　 計 3,000 6,739 9,739

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <5-2-2-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 美しい森林づくり基盤整備事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法におい
て、宇陀市が作成した「特定間伐促進計画」に基づき、
森林所有者等が実施する取り組み（地球温暖化防止をは
じめとする、森林の多面的機能の維持増進のための森林
整備事業　例：間伐・作業道開設）を支援するため、予
算の範囲内で交付金を交付する。

事業 1 林業振興費

目 2 林業振興費

項 2 林業費

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

根拠条例等 宇陀市美しい森林づくり基盤整備事業補助金交付要綱

国費 ▲ 6,300

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　美しい森林づくり基盤整備事業の補助額が確定したた
め事業費を減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 6,300

R元補正前
予算額

32,956

R元現計
予算額

26,656

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

美しい森林づくり基盤整備事業
交付金　   　　　▲6,300千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　　 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 32,956 ▲ 6,300 26,656

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <5-2-2-12>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 森林環境譲与税推進事業

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　パリ協定の枠組みの下における我が国の温室効果ガス
排出削減目標の達成や災害防止を図るための地方財源を
安定的に確保する観点から、令和元年度税制改正におい
て森林環境譲与税が創設された。
　その財源を活用し、間伐や人材育成・担い手の確保、
木材利用の促進や普及啓発等の森林整備、及びその促進
を図る。

事業 12
森林環境譲与税推
進事業

目 2 林業振興費

項 2 林業費

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

根拠条例等

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　ナラ枯れ被害を受けた木の伐採等に係る補助金や里山
整備に係る設計業務等の事業費が確定したため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 4,512

R元補正前
予算額

22,000

R元現計
予算額

17,488

特定財源の状況

その他 ▲ 4,512

一般財源

補正額

森林環境整備促進基金繰入金
　　　　     　▲4,512千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科　　 目 補正前 補正額 補正後

賃金 3,380 0 3,380

需用費 470 0 470

役務費 50 0 50

委託料 14,800 ▲ 1,640 13,160

使用料及び賃借料 428 0 428

負担金、補助及び交付金 2,872 ▲ 2,872 0

合　　 計 22,000 ▲ 4,512 17,488

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 510

補正額

県産材生産促進事業補助金
　　 　　　　　▲680千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費 ▲ 680

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　県産材生産促進事業の補助額が確定したため事業費を
減額。
　搬出木材量　2,000㎥
　　　　　↓
　搬出木材量　1,660㎥
（県2,000円/㎥、市1,500円/㎥）

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,190

R元補正前
予算額

7,000

R元現計
予算額

5,810

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－３－４ 森林の保全と多面的利用の促進

根拠条例等 宇陀市県産材促進事業補助金交付要綱

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

　森林の保全や水源のかん養など、森林の有する公益的
機能の持続的な発揮を目的とした、間伐等の適正な森林
整備を推進するとともに、未利用となっている県産材
（間伐材）の搬出及び利用促進を図るため、県が定める
宇陀市内の森林組合を含む認定事業体に対し、県産材生
産促進事業の経費について補助金を交付する。

事業 86
県産材生産促進事
業

目 2 林業振興費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 奈良県産材生産促進事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <5-2-2-86>

科　　 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 7,000 ▲ 1,190 5,810

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <6-1-1-2>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 プレミアム付商品券事業

所管課 介護福祉課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

　令和元年10月の消費税率引き上げに伴い、低所得者や
子育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに地域
における消費を喚起することを目的として、プレミアム
付商品券を発行する。

事業 2
プレミアム付商品
券事業

目 1 商工振興費

項 1 商工費

総合計画 基本計画　１－２－１ 介護・福祉サービスの充実

根拠条例等

国費 ▲ 6,808

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　プレミアム付商品券購入対象者（住民税非課税者、3
歳未満の子が属する世帯の世帯主）抽出に係るシステム
改修等の委託料、対象者への案内・引換券の郵送等につ
いて、商品券購入引換券発送までの事業費が確定したた
め減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 6,808

R元補正前
予算額

16,881

R元現計
予算額

10,073

特定財源の状況

その他

一般財源

補正額

プレミアム付商品券事務費補助金
　　　　　　　　　 ▲6,808千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

(単位:千円)

科　　目 補正前 補正額 補正後

賃　金 2,109 △1,377 732
旅　費 3 △3 0
需用費 330 △243 87
役務費 1,800 △1,185 615
委託料 12,639 △4,000 8,639

合　　計 16,881 △6,808 10,073
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補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

26,408

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 プレミアム付商品券事業(商品券発行）

補正予算

補正額

62,908

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分

<6-1-1-2>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 商工振興費

款 6 商工費

項 1 商工費

　令和元年10月の消費税率引き上げに伴い、低所得者や
子育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに地域
における消費を喚起することを目的として、プレミアム
付商品券を発行する。

商工観光課

備　　考

事業 2
プレミアム付商品
券事業

根拠条例等

総合計画

プレミアム付商品券事務費補助金
　　　　　　　　　▲11,500千円
プレミアム付商品券事業費補助金
　　　　　　　　　▲25,000千円

基本計画　３－４－１ 商店街の活性化支援

　プレミアム付商品券発行業務の終了に伴い、不用額を
減額する。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 36,500

県費

市債

その他

一般財源

▲ 36,500

R元補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
臨時職員賃金 2,681 △ 1,500 1,181
委託料（印刷・引換等業務等） 20,227 △ 10,000 10,227
委託料（プレミアム分） 40,000 △ 25,000 15,000

合 計 62,908 △ 36,500 26,408

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <7-2-2-3>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　交通安全施設整備

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　通学路等の危険箇所の改善を行い、児童・生徒の安全
確保を図る。

事業 3
交通安全施設整備
費

目 2 道路維持費

項 2 道路橋梁費

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境の維持・整備

根拠条例等 「道路法第４２条」（道路の維持及び修繕）

国費 ▲ 1,210

県費

市債 2,900

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　交通安全施設整備を実施している社会資本整備総合交
付金事業（市道高萩台8号線）の事業費の確定による減
額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,470

R元補正前
予算額

35,180

R元現計
予算額

33,710

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 3,160

補正額

社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　▲1,210千円
合併特例債　　　　　2,900千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
工 事 請 負 費 35,000 △ 1,470 33,530
事 務 費 180 0 180

合 計 35,180 △ 1,470 33,710

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債 ▲ 25,000

その他

一般財源

▲ 24,950

R元補正前
予算額

備　　考

事業 1
本庁道路新設改良
費

根拠条例等 「道路法第４２条」（道路の維持及び修繕）

総合計画

過疎対策事業債　▲15,300千円
合併特例債　　　 ▲9,700千円

基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境の維持・整備

　道路拡幅に係る事業費の確定による減額。

宇陀市一般会計予算(建設部)

事業の目的

区分 区分名№

目 3 道路新設改良費

款 7 土木費

項 2 道路橋梁費

　市道の新設改良を実施することにより、市民生活の環
境改善、安全性・利便性の向上を図る。

建設課

区分

<7-2-3-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

19,000

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 市道改良等事業（市道下井足18号線他）

補正予算

50

補正額

43,950

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

補正前 補正額 補正後
工事請負費 39,000 △ 20,000 19,000
うち古市場平井線 18,000 △ 10,000 8,000
うち下井足１８号線 21,000 △ 10,000 11,000
用地費 4,950 △ 4,950 0

うち長瀬線 4,950 △ 4,950 0
合 計 43,950 △ 24,950 19,000

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <7-2-3->

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 社会資本整備総合交付金事業　小倉室生線他３路線

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　当該各路線は、国・県道及び各所の観光施設を結ぶ主
要幹線道路として、また、地域の生活道路として重要な
役割を担っているが、舗装面の老朽化や大型車両等の通
行量の増加により通行に支障をきたしているため、舗装
修繕や道路改良を行い、通行者の安全確保と利便性の向
上を図る。

事業

目 3 道路新設改良費

項 2 道路橋梁費

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境の維持・整備

根拠条例等 「道路法第４２条」（道路の維持又は修繕）

国費 ▲ 33,852

県費

市債 ▲ 20,000

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　舗装修繕や道路改良を実施している社会資本整備総合
交付金事業（市道小倉室生線他3路線）の事業費の確定
による減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 62,350

R元補正前
予算額

78,881

R元現計
予算額

16,531

特定財源の状況

その他 ▲ 9,648

一般財源 1,150

補正額

社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　▲33,852千円
地域づくり推進基金繰入金
　　　　　　　　　 ▲4,824千円
総務管理費雑入　　 ▲4,824千円
辺地対策事業債　　　　 100千円
過疎対策事業債　　▲15,000千円
合併特例債　　　 　▲5,100千円備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前 補正額 補正後
小倉室生線 30,150 △ 30,150 0
春日小附春日藤井線 16,431 △ 16,000 431
奥山鳴谷線 20,150 △ 4,050 16,100
大東黒木線 12,150 △ 12,150 0

合 計 78,881 △ 62,350 16,531

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 725

県費 ▲ 363

市債

その他

一般財源

▲ 1,450

R元補正前
予算額

備　　考

事業 1
本庁都市計画総務
費

根拠条例等 建築物の耐震改修の促進に関する法律、宇陀市耐震改修促進計画

総合計画

住宅建築物耐震改修等事業補助金
（国）　　　　　　 　▲475千円
（県）　　　　　 　　▲238千円
耐震シェルター設置事業補助金
（国）　　　　　 　　▲250千円
（県）　　　　　 　　▲125千円

基本計画　２－４－１ 災害の未然防止対策の推進

（補正前）
・耐震診断委託　　　　　　　 8戸　　400千円
・耐震改修補助　 　　　　　　2戸　1,000千円
・耐震シェルター設置補助     2戸　　500千円

（補正後）
・耐震診断委託　　　　　　　 3戸　　150千円
・耐震改修補助　 　　　　　  1戸　  300千円
・耐震シェルター設置補助     0戸　　　0千円

（理由）
事業費の確定による減額。

宇陀市一般会計予算(建設部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 都市計画総務費

款 7 土木費

項 4 都市計画費

　大規模地震発生時に被害が大きくなると予想される旧
基準建築物について、耐震診断の実施により耐震性を把
握し、耐震改修の実施や一室補強となるシェルターの設
置を行なうことで、既存木造住宅の安全性の向上を推進
する。

まちづくり推進課

区分

<7-4-1-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

450

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 既存木造住宅耐震診断・改修支援事業

補正予算

▲ 362

補正額

1,900

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
耐震診断委託 400 ▲ 250 150
耐震改修補助 1,000 ▲ 700 300
耐震シェルター設置補助 500 ▲ 500 0

合 計 1,900 ▲ 1,450 450

(単位:千円)
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補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

19,339

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 公園施設長寿命化事業

補正予算

762

補正額

35,353

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分

<7-4-2-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(建設部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 公園費

款 7 土木費

項 4 都市計画費

　長寿命化計画に基づき公園施設の改修を行うことによ
り、施設の健全度を高め、公園利用者の安全性の確保を
図るとともに、施設の長寿命化、維持経費の平準化を図
る。

公園課

備　　考

事業 1 公園費

根拠条例等 都市公園法、宇陀市公園条例

総合計画

社会資本整備総合交付金
　　　　　　　▲10,676千円
合併特例債　　 ▲6,100千円

基本計画　５－３－１ 公園・緑地の維持・管理

　社会資本整備総合交付金交付額決定及び事業費の確定
による減額。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 ▲ 10,676

県費

市債 ▲ 6,100

その他

一般財源

▲ 16,014

R元補正前
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
工事費 35,353 △ 16,014 19,339

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 2,030

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　平成榛原子供のもり公園非常勤職員の退職に伴う減
額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,030

R元補正前
予算額

33,224

R元現計
予算額

31,194

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　５－３－１ 公園・緑地の維持・管理

根拠条例等 宇陀市公園条例

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　21世紀を担う子供たちの健やかな成長を促すと共に、
各世代間の交流の場として対話を生み、自然環境や社会
性を育む場の提供を目的に、平成榛原子供のもり公園の
維持管理を行う。また、利用者数の増加のため、単なる
維持管理だけではなく、集客効果のある様々な事業の展
開を市民団体の活力を生かして行い公園の活性化を図
る。

事業 62 子供のもり公園費

目 2 公園費

項 4 都市計画費

所管課 公園課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 平成榛原子供のもり公園管理運営

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <7-4-2-62>

科 目 補正前 補正額 補正後
賃金 15,772 △ 2,030 13,742
需用費 10,865 0 10,865
役務費 402 0 402
委託料 5,770 0 5,770
使用料 191 0 191
原材料費 224 0 224

合 計 33,224 △ 2,030 31,194

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <7-4-3-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 萩原12号線道路改良事業

所管課 まちづくり推進課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　市街地のより安全で暮らしよい道路網の整備を行なう
ことで、歩行者や自転車通行者に配慮した道路整備を図
る。

事業 1
社会資本整備総合
交付金事業費

目 3
社会資本整備推進
事業費

項 4 都市計画費

総合計画 基本計画　２－３－１ 安全で快適な道路環境の維持・整備

根拠条例等

国費 ▲ 20,072

県費

市債 ▲ 21,900

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　社会資本整備総合交付金交付の額決定及び事業費の確
定による減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 42,956

R元補正前
予算額

49,044

R元現計
予算額

6,088

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 984

補正額

社会資本整備総合交付金
　　　　　　　　　▲20,072千円
合併特例債　　　　▲21,900千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 3,500 ▲ 2,885 615

工事請負費 37,000 ▲ 33,571 3,429
公有財産購入費 4,200 ▲ 4,200 0

補償費 2,000 ▲ 2,000 0
事務費 2,344 ▲ 300 2,044
合 計 49,044 ▲ 42,956 6,088

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 1,450

補正額

合併特例債　　▲19,900千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債 ▲ 19,900

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　榛原駅南側において榛原駅を拠点とした賑わいの創
出、地域商業の活性化を図るため、低未利用地の整備を
一部行い事業を進めてきた。しかし、必要な事業用地が
取得できないため、隣接する萩原12号線の開通を優先す
ることとしたため減額。
　

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 21,350

R元補正前
予算額

25,350

R元現計
予算額

4,000

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－４－１ 商店街の活性化支援

根拠条例等

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市の中心市街地である近鉄榛原駅周辺において、
「まちの玄関口としてふさわしい環境づくり」に則した
賑わいのあるまちづくりの実現を目指す。

事業 3
榛原駅前整備事業
費

目 3
社会資本整備推進
事業費

項 4 都市計画費

所管課 まちづくり推進課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 榛原駅前整備事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <7-4-3-3>

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 3,500 ▲ 3,500 0

工事請負費 8,000 ▲ 4,000 4,000
公有財産購入費 12,000 ▲ 12,000 0

補償費 1,500 ▲ 1,500 0
役務費 350 ▲ 350 0
合 計 25,350 ▲ 21,350 4,000

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <7-5-1-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 市営住宅ストック総合改善事業（屋根改善）

所管課 公営住宅課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

　市営住宅ストック戸数の約8割が建築後30年以上経過
している。用途廃止による除却、建替え、維持保全の適
切な手法のうち築後30年前後の市営住宅について、計画
的な改善工事を実施することにより長寿命化・安全の確
保を図る。

事業 1 本庁住宅管理費

目 1 住宅管理費

項 5 住宅費

総合計画 基本計画　２－２－２ 定住につながる環境づくり

根拠条例等 宇陀市営住宅条例・宇陀市営改良住宅条例

国費 ▲ 27,351

県費

市債 ▲ 45,100

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　大野東団地については、土砂災害特別警戒区域内に団
地の一部が含まれている。宇陀市公営住宅等長寿命化計
画では、これに関し砂防等の対策工事が施工されるまで
の間、継続管理に係る事業を対象外としているため減
額。
　川原団地については、入札及び見積合わせによる差金
が生じたため減額。

・屋根改善工事設計業務　　▲2,910千円
・屋根改善工事監理業務　　▲4,700千円
・屋根改善工事　　　　　 ▲59,390千円
・建築確認手数料等　　　　  ▲230千円
・アスベスト含有調査等　　  ▲130千円

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 67,360

R元補正前
予算額

94,156

R元現計
予算額

26,796

特定財源の状況

その他

一般財源 5,091

補正額

地域住宅政策交付金
　　　　　　　　　▲27,351千円
合併特例債　　　  ▲45,100千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 183 0 183
役務費 360 △ 360 0
委託料 8,613 △ 7,610 1,003
工事請負費 85,000 △ 59,390 25,610

合 計 94,156 △ 67,360 26,796

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 ▲ 1,511

一般財源

▲ 1,905

R元補正前
予算額

備　　考

事業 1 本庁非常備消防費

根拠条例等 宇陀市消防団条例

総合計画

消防団員退職報償金
　　　　　　　　　▲1,118千円
雑入　　　　　　　　▲393千円

基本計画　２－４－２ 防災・消防体制の確立

　消防団員数・消防ポンプ台数の減による団員報酬等の
減額及び消防団員の退職報償金の確定に伴う減額。

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 非常備消防費

款 8 消防費

項 1 消防費

　消防団の充実強化を図ることで、地域の防災力を向上
させ、安全で安心な地域づくりを推進する。

危機管理課

区分

<8-1-2-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

102,655

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 非常備消防事業

補正予算

▲ 394

補正額

104,560

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 32,907 △ 600 32,307
災害補償費 6,177 0 6,177
報償費 21,321 △ 1,118 20,203
旅費 326 △ 87 239
交際費 39 0 39
需用費 10,736 0 10,736
役務費 2,404 0 2,404
委託料 50 0 50
使用料及び賃借料 418 0 418
負担金、補助及び交付金 29,016 △ 100 28,916
公課費 1,166 1,166

合 計 104,560 △ 1,905 102,655

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <8-1-5-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 消防機庫整備等建設事業

所管課 危機管理課 (総務部) 宇陀市一般会計予算

款 8 消防費

区分 № 区分名

事業の目的

　消防団再編計画に基づき、地域の防災活動の拠点とし
て老朽化した施設整備、消防車両の規格変更への対応及
び消防団活動の福利厚生の充実を図るため、消防機庫の
改築、増築等を行い、災害に強い消防団組織の構築と、
地域の防災拠点を整備することで、地域防災力の向上を
図る。

事業 1 本庁消防施設費

目 5 消防施設費

項 1 消防費

総合計画 基本計画　２－４－２ 防災・消防体制の確立

根拠条例等

国費

県費

市債 ▲ 2,700

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　宇陀市消防団室生第４分団消防機庫整備工事に伴う入
札差金の減額。

　監理業務　　▲316千円
　工事費　　▲2,340千円

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,656

R元補正前
予算額

37,308

R元現計
予算額

34,652

特定財源の状況

その他

一般財源 44

補正額

緊急防災・減災事業債
　　　　　　　　　　▲2,700千
円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
役務費 29 0 29
委託料 2,013 △ 316 1,697
工事請負費 35,266 △ 2,340 32,926

合 計 37,308 △ 2,656 34,652

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <9-1-2-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

新規 事業名 小中学校情報機器・情報通信ネットワーク整備事業

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　Society5.0時代を生きる子どもたちには、教育におけ
るICTを基盤とした先端技術等の効果的な活用が求めら
れている。小中学校に高速大容量のネットワーク環境を
整備し、児童生徒が1人１台端末を持ち、それらを十分
に活用できる環境を構築することにより、多様な子ども
たちを誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化さ
れた学びの場を実現し、予測できない変化を前向きに受
け止め、主体的に向き合い、関わり合い、自らの可能性
を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となるた
めの力を子どもたちに育むことを目的とする。 事業 1 本庁事務局費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

総合計画 基本計画　４－２－１ 学校教育内容の充実

根拠条例等 学校教育の情報化の推進に関する法律

国費 78,244

県費

市債 56,100

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　当該事業の国庫補助金が令和元年度補正予算で措置さ
れる見込みであるため。

①小中学校に1人1台端末の整備（小5・小6・中1）
②小中学校に高速大容量の校内ネットワークの整備
③菟田野中学校及び室生中学校パソコン教室機器の更新

分担金･負担金

使用料･手数料

205,403

R元補正前
予算額

R元現計
予算額

205,403

特定財源の状況

その他 71,059

一般財源

補正額

公立学校情報機器整備費補助金
　　　　　　　　　18,540千円
公立学校情報通信ネットワーク
環境施設整備費補助金
　　　　　　　　　59,704千円
合併特例債　　　　56,100千円
地域づくり推進基金繰入金
　　　　　　　　　71,059千円備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 0 241 241
役務費 0 100 100
委託料 0 177,542 177,542
使用料及び賃借料 0 8,980 8,980
備品購入費 0 18,540 18,540

合 計 0 205,403 205,403

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 160

補正額

過疎対策事業債　▲3,900千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債 ▲ 3,900

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　旧宇賀志小学校校舎、プール等関連施設、旧宇賀志地
区体育館、旧宇賀志保育所について、解体撤去するため
の設計及びアスベスト調査について事業費の確定による
減額。 分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 4,060

R元補正前
予算額

11,093

R元現計
予算額

7,033

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

根拠条例等

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　旧宇賀志小学校について、周辺施設をあわせ解体撤去
し跡地活用するに当たり、解体撤去の設計を行う。

事業 1 本庁事務局費

目 2 事務局費

項 1 教育総務費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 旧宇賀志小学校及び関連施設解体撤去事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <9-1-2-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
手数料 600 △ 160 440
委託料 10,493 △ 3,900 6,593

合 計 11,093 △ 4,060 7,033

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <9-3-2-1>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 中学校教育振興事業費

所管課 教育総務課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　本市の学校教育は、｢奈良県学校教育の指導方針｣を踏
まえ、日本国憲法、教育基本法及び学校教育法に定めら
れた教育の根本精神に基づき、人権を尊重する民主的な
社会の形成者として、豊かな人間性と創造性をそなえた
幼児児童生徒の育成を推進する。
・確かな学力をはぐくむ教育活動の推進
・豊かな心をはぐくむ教育活動の推進
・健やかな心身をはぐくむ教育活動の推進

事業 1
本庁中学校教育振
興費

目 2 教育振興費

項 3 中学校費

総合計画 基本計画　４－２－１ 学校教育内容の充実

根拠条例等 日本国憲法、教育基本法及び学校教育法、宇陀市立学校の管理運営に関する規則他

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　大宇陀・榛原中学校パソコン教室の端末更新に係る
リース月数の減、部活動選手派遣費補助金・遠距離通学
対策補助金額の確定による減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,513

R元補正前
予算額

24,153

R元現計
予算額

20,640

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 3,513

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 455 0 455
使用料及び賃借料 8,144 △ 2,373 5,771
負担金、補助及び交付金 6,463 △ 1,140 5,323
扶助費 9,091 0 9,091

合 計 24,153 △ 3,513 20,640

(単位:千円)
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補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

10,468

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 中央公民館管理運営費

補正予算

▲ 4,044

補正額

14,512

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分

<9-5-2-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 公民館費

款 9 教育費

項 5 社会教育費

　社会教育法に基づき、実生活に即した教育、学術及び
文化に関する事業の実施により、教養の向上、健康の増
進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増
進に寄与することを目的とする。

公民館

備　　考

事業 1 本庁公民館費

根拠条例等 宇陀市公民館条例

総合計画 基本計画　４－３－１ 生涯学習環境の充実

　正職員の配置による非常勤職員賃金の減、修繕料の確
定による減額。

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

▲ 4,044

R元補正前
予算額

(単位:千円)
科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 124 0 124
賃金 7,936 △ 3,064 4,872
報償費 180 0 180
旅費 5 0 5
需用費 4,523 △ 980 3,543
役務費 265 0 265
委託料 912 0 912
使用料及び賃借料 489 0 489
負担金、補助及び交付金 68 0 68
公課費 10 0 10

合 計 14,512 △ 4,044 10,468
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

3,000

R元補正前
予算額

備　　考

事業 1 本庁文化財保護費

根拠条例等 宇陀市文化財保護条例、宇陀市文化財保存事業費補助金交付要綱

総合計画 基本計画　３－１－１ 文化財の保護・活用

　国宝や重要文化財を多く保有する室生寺において実施
する消火設備・自動火災報知設備の改修に対して市負担
分を増額。

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 4 文化財保護費

款 9 教育費

項 5 社会教育費

　市内全域の国・県・市指定文化財の保護事業として保
存修理、設備点検環境整備事業等を実施した団体に補助
金の交付を行い指定文化財の保護を図る。
　また、ノートルダム大聖堂や首里城跡の火災による惨
事が、他の国宝や重要文化財に生じないよう国において
防火対策事業が進められている。

文化財課

区分

<9-5-4-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

7,198

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 指定文化財保存修理等助成事業

補正予算

3,000

補正額

4,198

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

補正前 補正額 補正後
文化財補助金 4,198 3,000 7,198

(単位:千円)

-54-



一般財源 ▲ 865

補正額

発掘調査費補助金
（国）　　▲1,581千円
（県）　　  ▲716千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 1,581

県費 ▲ 716

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　不動塚古墳群等の発掘調査委託料等の事業費の確定に
よる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,162

R元補正前
予算額

10,000

R元現計
予算額

6,838

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－１－２ 歴史・文化資源の整備と充実

根拠条例等 文化財保護法

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　市内遺跡の発掘調査、個人の開発行為に先立つ事前発
掘調査、遺跡保存のための確認調査、出土遺物の保存処
理・過年度の調査成果整理等を実施し、市内の埋蔵文化
財の保護及び記録し保存する。

事業 4
埋蔵文化財発掘調
査費（国県費）

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 埋蔵文化財発掘調査事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <9-5-4-4>

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 480 △ 135 345
委託料 9,520 △ 3,027 6,493

合 計 10,000 △ 3,162 6,838

(単位:千円)
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▲ 1,890

一般財源

補正額

雑入　　　　　　　▲1，890千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　市内遺跡の発掘調査（民間業者等の開発に伴う事前調
査）等の依頼が無かったため減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,890

R元補正前
予算額

1,890

R元現計
予算額

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－１－２ 歴史・文化資源の整備と充実

根拠条例等 文化財保護法

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　民間業者等が埋蔵文化財包蔵地内で行う開発事業等に
ついて、遺跡保存のため、開発に先立ち、当該業者から
の受託を受けて遺構や遺物の確認調査、出土遺跡の保存
処理・整理等を実施する。

事業 5
埋蔵文化財発掘調
査費（受託事業）

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 埋蔵文化財発掘調査事業（受託事業）

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <9-5-4-5>

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 831 △ 831 0
役務費 36 △ 36 0
委託料 1,023 △ 1,023 0

合 計 1,890 △ 1,890 0

(単位:千円)
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一般財源 ▲ 729

補正額

重要伝統的建造物群保存地区
保存事業費補助金
（国） 　　　　▲2,168千円
（県）　　　　 　▲335千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 2,168

県費 ▲ 335

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　町家修理1件が延期となったことによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,232

R元補正前
予算額

29,924

R元現計
予算額

26,692

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－１－２ 歴史・文化資源の整備と充実

根拠条例等 文化財保護法、宇陀市松山地区伝統的建造物群保存地区保存条例、宇陀市松山地区伝統的建造物群保存地区補助金交付要綱

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市松山重伝建地区の歴史的町並みの特性を回復、
維持するため、重伝建審議会にてその方策を検討し、伝
建地区内の重要な構成要素である伝統的建造物（伝建
物）の「修理」、及びそれ以外の建造物（非伝建物）の
「修景」に対して補助金の交付を行い、修理と修景を共
に推進することにより、町並みの価値を維持し、高める
ことを目的とし、併せて地区内に暮らす人の命と文化財
的価値を守るため防災施設等の整備も行う。これらを
もって市民が誇りと愛着をもったまちづくりの実行に資
することを目的とする。 事業 21

まちなみ保存整備
事業費

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 重要伝統的建造物群保存地区保存事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <9-5-4-21>

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 56 0 56
旅費 209 0 209
役務費 143 0 143
需用費 12 0 12
委託料 990 △ 141 849
使用料及び賃借料 346 0 346
備品購入費 495 △ 91 404
負担金、補助及び交付金 27,673 △ 3,000 24,673

合 計 29,924 △ 3,232 26,692

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <9-5-4-21>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 大宇陀福祉会館改修事業

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　大宇陀福祉会館（宇陀松山会館）は、明治36年に松山町役
場として創建され、その後いくつか用途が変わり、近年は地
域の憩いの場所としても活用されてきた。創建後110年が経過
し雨漏りや不同沈下等が進行してきたため、建物や周辺の整
備を行い観光客等への公開活用を前提とした施設を整備し、
松山地区の地域づくりの拠点施設として活用する。

事業 21
まちなみ保存整備
事業費

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

総合計画 基本計画　３－１－２ 歴史・文化資源の整備と充実

根拠条例等 文化財保護法、宇陀市松山地区伝統的建造物群保存地区保存条例

国費 ▲ 3,678

県費 ▲ 565

市債 2,900

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　大宇陀福祉会館改修工事に係る入札差金等による減
額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 4,100

R元補正前
予算額

94,122

R元現計
予算額

90,022

特定財源の状況

その他 ▲ 1,400

一般財源 ▲ 1,357

補正額

重要伝統的建造物群保存地区
保存事業費補助金
（国）　　　　 ▲3,678千円
（県）　　　　 　▲565千円
合併特例債　　▲31,000千円
過疎対策事業債　33,900千円
ふるさと応援基金繰入金
　　　　　　 　▲1,400千円備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 380 0 380
委託料 4,367 △ 700 3,667
工事請負費 84,432 △ 2,000 82,432
備品購入費 4,792 △ 1,400 3,392
負担金、補助及び交付金 151 0 151

合 計 94,122 △ 4,100 90,022

(単位:千円)
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▲ 451

一般財源 ▲ 230

補正額

史跡森野旧薬園保存整備事業費
補助金　 （国）　▲1,988千円
    　　 （県）　▲1,194千円
雑入　　 　        ▲451千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費 ▲ 1,988

県費 ▲ 1,194

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国庫補助金等交付額決定及び桃岳庵改修工事に係る入
札差金の減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 3,863

R元補正前
予算額

14,477

R元現計
予算額

10,614

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　３－１－２ 歴史・文化資源の整備と充実

根拠条例等 文化財保護法

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　享保14年(1729年)、幕府から官園において栽培してい
た貴重な種苗を下付され、これを植えたことによって、
薬園がはじまる。大正15年、国史跡に指定され、史跡地
内には桃岳庵や石水亭などの建造物も遺存し、薬園とし
ての旧態が良く保たれている。しかし、近年は、周辺部
に杉や竹などが繁茂し、環境の悪化が進み、建造物の傷
みも著しい。また、薬草畑の一部では、管理が行き届か
ない場所も認められ、荒廃が進行しつつあるため、当園
の適切な保存・管理を行うため、保存活用計画書に沿っ
た保護事業を行う。 事業 26

史跡森野旧薬園整
備事業費

目 4 文化財保護費

項 5 社会教育費

所管課 文化財課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 国指定史跡森野旧薬園保護事業

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <1> <9-5-4-26>

科 目 補正前 補正額 補正後
報償費 49 △ 49 0
旅費 68 △ 68 0
需用費 3 0 3
委託料 1,972 △ 1,246 726
工事請負費 12,385 △ 2,500 9,885

合 計 14,477 △ 3,863 10,614

(単位:千円)
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特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 ▲ 410

一般財源

▲ 2,240

R元補正前
予算額

備　　考

事業 62 総合体育館費

根拠条例等 宇陀市社会体育施設条例

総合計画

ふるさと応援基金繰入金
　　　　　　 ▲410千円

基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

　電気料金を抑えられたこと、夜間利用が当初見込みを
下回ったこと等による減額。

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 体育施設費

款 9 教育費

項 6 保健体育費

　市民のスポーツとレクリエーションの振興を図り、
もって健康の増進と文化の向上に資するため、社会体育
施設の充実を図る。

生涯学習課

区分

<9-6-2-62>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

14,847

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 総合体育館及び総合運動場管理運営事業

補正予算

▲ 1,830

補正額

17,087

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
賃金 2,210 △ 500 1,710
需用費 9,143 △ 1,000 8,143
役務費 407 0 407
委託料 4,010 △ 330 3,680
その他 1,317 △ 410 907

合 計 17,087 △ 2,240 14,847

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <9-6-2-63>

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 室内温水プール及びテニスコート運営管理

所管課 生涯学習課 (教育委員会事務局) 宇陀市一般会計予算

款 9 教育費

区分 № 区分名

事業の目的

　老若男女を問わず、利用者が安全で快適に水中運動を
通して健康の維持、増進と体力向上の場として、またコ
ミュニケーションの場として活用されることを目的とす
る。

事業 63 温水プール費

目 2 体育施設費

項 6 保健体育費

総合計画 基本計画　４－４－１ スポーツ活動の支援・充実

根拠条例等 宇陀市社会体育施設条例

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　水泳教室受講者が当初見込みを下回ったため、水泳教
室指導委託料等温水プール及びテニスコートの管理運営
に係る不用額を減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 2,130

R元補正前
予算額

52,119

R元現計
予算額

49,989

特定財源の状況

その他 ▲ 1,617

一般財源 ▲ 513

補正額

雑入　　　　　　▲1,617千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

科 目 補正前 補正額 補正後
賃金 15,604 △ 900 14,704
報償費 576 △ 70 506
需用費 20,324 0 20,324
役務費 514 0 514
委託料 14,281 △ 1,090 13,191
使用料及び賃借料 816 △ 70 746
負担金、補助及び交付金 4 0 4

合 計 52,119 △ 2,130 49,989

(単位:千円)

-61-



特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債 ▲ 2,100

その他

一般財源

▲ 2,143

R元補正前
予算額

備　　考

事業 1 学校給食費

根拠条例等

総合計画

過疎対策事業債　　▲2,100千円

基本計画　４－２－２ 学校の教育環境の充実

　入札差金による減額。

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 学校給食費

款 9 教育費

項 7 学校給食費

　購入後27年が経過し、老朽化している給食配送車を更
新し、安心・安全・確実に各小中学校・幼稚園に給食を
届ける。

学校給食センター

区分

<9-7-1-1>

会計

<1>
年度
<2019>

[第 5 号] 事業別シート

補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

6,182

令和 元 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 配送車購入事業

補正予算

▲ 43

補正額

8,325

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
役務費 87 0 87
備品購入費 8,174 △ 2,100 6,074
公課費 64 △ 43 21

合 計 8,325 △ 2,143 6,182

(単位:千円)
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年度 会計 区分

<2019> <1> <11-1-->

令和 元 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 5 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 公債費償還

所管課 財政課 (企画財政部) 宇陀市一般会計予算

款 11 公債費

区分 № 区分名

事業の目的

　過去に発行した地方債に対する償還額の適正な管理を
行う。

事業

目

項 1 公債費

総合計画 基本計画　６－２－３ 健全な財政運営

根拠条例等

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　借入利率が見込みを下回ったことによる減額。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 18,594

R元補正前
予算額

2,572,864

R元現計
予算額

2,554,270

特定財源の状況

その他

一般財源 ▲ 18,594

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前予算額　2,572,864千円
補正額　　　　 ▲18,594千円
補正後予算額　2,554,270千円
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年度 会計 区分

<2019> <2> <2-1-1-1>

令和 元 年度 宇陀市 住宅新築資金等貸付事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 住宅新築資金等貸付事業

所管課 人権推進課 (市民環境部) 宇陀市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

款 2 公債費

区分 № 区分名

事業の目的

　歴史的社会的理由により、生活環境等の安定向上が阻
害されている地域の環境改善を図るため、町村条例に基
づき貸付を行った「住宅新築資金」「宅地取得資金」及
び「住宅改修資金」について、貸付を行った資金を公正
で適正かつ効率的に回収する。

事業 1 元金

目 1 元金

項 1 公債費

総合計画 基本計画　４－１－１ 人権尊重の社会づくり

根拠条例等 奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合規約

国費

県費 5,038

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　貸付制度（新築・宅地・改修）は、平成13年度で廃止
されたが、その後の償還等に係る事務を行っている。公
正で効率的に償還を進めるために、奈良県住宅新築資金
等貸付金回収管理組合に加入し、債権の回収を管理組合
が行い、その会計処理を特別会計で処理している。
　令和元年度、繰上償還金の返済がなかったため減額す
る。また、貸付資金の回収を行っている奈良県住宅新築
資金等貸付金回収管理組合が資金の借受人の死亡等によ
り償還不能と判断した7,074,664円の4分の3を県補助金
として、4分の1を一般会計から繰り入れる。

分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 5,920

R元補正前
予算額

12,716

R元現計
予算額

6,796

特定財源の状況

その他 ▲ 10,958

一般財源

補正額

償還推進費補助金　 　5,038千円
一般会計繰入金　　　 1,681千円
回収管理組合返戻金
　　　　　　　　　▲12,639千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合

（単位：千円）

未償還額
(回収不能額)

S56 宅地 3,814,563 2,311,550 1,503,013 1,127,000 376,013

S57 宅地 3,814,563 1,326,355 2,488,208 1,866,000 622,208

S61 新築 7,260,614 4,177,171 3,083,443 2,312,000 771,443

14,889,740 7,815,076 7,074,664 5,305,000 1,769,664

償還事務審査会において償還不能債権と判定された債権

貸付金元利額 償還額 補助金 3/4 市費 1/4

補正前 補正額 補正後

12,716 ▲ 5,920 6,796

5,920 ▲ 5,920 0

市債償還金

内　容

うち繰上償還金
公債費

（単位：千円）
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▲ 1,092

一般財源

補正額

霊苑基金繰入金　▲1,092千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　獣害防護柵設置工事費の事業費確定に伴う減額。

　工事請負費　　▲1,092千円
分担金･負担金

使用料･手数料

▲ 1,092

R元補正前
予算額

16,100

R元現計
予算額

15,008

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　５－２－３ 火葬場等の整備

根拠条例等 宇陀市営霊苑条例

款 1 霊苑事業費

区分 № 区分名

事業の目的

　宇陀市営赤人霊苑は、昭和57年4月に開苑以後、平成
15年に拡張工事を行い、全体で1,104区画、4,128聖地の
事業規模となっている。
赤人霊苑は、墓地にとって最も重要な永続性が保証さ
れ、永代使用料や年間管理料が比較的安く、使用者が安
心して利用できるよう霊苑の運営を行う。

事業 1 霊苑事業費

目 1 霊苑事業費

項 1 霊苑事業費

所管課 環境対策課 (市民環境部) 宇陀市営霊苑事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 霊苑事業

令和 元 年度 宇陀市 営霊苑事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <4> <1-1-1-1>

科 目 補正前 補正額 補正後
給料 4,299 0 4,299
職員手当等 2,082 0 2,082
共済費 1,421 0 1,421
需用費 1,027 0 1,027
役務費 236 0 236
委託料 1,199 0 1,199
使用料及び賃借料 5 0 5
工事請負費 1,451 ▲ 1,092 359
負担金、補助及び交付金 860 0 860
償還金、利子及び割引料 3,008 0 3,008
積立金 4 0 4
公債費 8 0 8
予備費 500 0 500

合 計 16,100 ▲ 1,092 15,008

(単位:千円)
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補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

97,815

令和 元 年度 宇陀市 国民健康保険事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 国民健康保険財政調整基金積立金

補正予算

97,715

補正額

100

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分

<5-1-1-1>

会計

<7>
年度
<2019>

[第 1 号] 事業別シート

宇陀市国民健康保険事業特別会計予算(市民環境部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1
国民健康保険財政
調整基金積立金

款 5 基金積立金

項 1 基金積立金

　経済情勢の著しい変動等による財源不足や必要やむを
得ない理由による経費の財源を確保し、国民健康保険財
政基盤の安定・強化を図るため国民健康保険財政調整基
金への積み立てを行う。

保険年金課

備　　考

事業 1
国民健康保険財政
調整基金積立金

根拠条例等 国民健康保険法

総合計画 基本計画　１－４－３ 国民健康保険・福祉医療費助成の推進

　平成30年度からの繰越金のうち、保険給付費等交付金
の償還財源となった部分の残りを積み立てる。
　繰越金　　　　　99,133千円
　償還金等財源　 ▲1,418千円
　差引積立額　 　 97,715千円

補正前　　　100千円（利子積立分）
補正額　 97,715千円
補正後　 97,815千円

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

一般財源

97,715

R元補正前
予算額
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年度 会計 区分

<2019> <7> <7-1-3-1>

令和 元 年度 宇陀市 国民健康保険事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

事業
区分

継続 事業名 保険給付費等交付金精算償還金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

款 7 諸支出金

区分 № 区分名

事業の目的

　平成30年度に国保連合会が実施した特定健診未受診者
対策について受け入れ済みの保険給付費等交付金（特別
交付金・保険事業分）の精算を行う。

事業 1 償還金

目 3 償還金

項 1
償還金及び還付加
算金

総合計画 基本計画　１－１－１ 健康づくり活動の支援

根拠条例等 国民健康保険法

国費

県費

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）○平成30年度保険給付費等交付金
　（特別交付金・保健事業分）の精算
    受入済額　　1,562千円・・①
　　確定額　　  　143千円・・②
　　①－②　　　1,419千円・・返還額

分担金･負担金

使用料･手数料

1,418

R元補正前
予算額

1

R元現計
予算額

1,419

特定財源の状況

その他

一般財源 1,418

補正額

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正前　　　 1千円
補正額　 1,418千円
補正後　 1,419千円
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一般財源

補正額

特別交付金(保険給付費等交付金)
　　　　　　　　　　2,100千円

備　　考

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　補正前　11,000千円
　補正額   2,100千円
　補正後　13,100千円

国費

県費 2,100

市債

補正事業
概要

(理由含）

財源の内訳（単位：千円）　国民健康保険直営診療施設の運営経費が当初見込みを
上回ったため、診療施設勘定への繰出金の増額を行う。

分担金･負担金

使用料･手数料

2,100

R元補正前
予算額

11,000

R元現計
予算額

13,100

特定財源の状況

その他

総合計画 基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

根拠条例等 国民健康保険法

款 7 諸支出金

区分 № 区分名

事業の目的

　国民健康保険直営診療施設へ保険給付費等交付金相当
額を繰り出すことによって、直営診療施設の運営の安定
化を図る。

事業 1
診療施設勘定繰出
金

目 1
診療施設勘定繰出
金

項 2 繰出金

所管課 保険年金課 (市民環境部) 宇陀市国民健康保険事業特別会計予算

事業
区分

継続 事業名 国民健康保険診療施設勘定繰出金

令和 元 年度 宇陀市 国民健康保険事業特別会計 補正予算 [第 1 号] 事業別シート

年度 会計 区分

<2019> <7> <7-2-1-1>
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補正事業
概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

　職員人件費、医薬品衛生材料費の不用分の減額。
　○職員人件費の減額　　　　　  ▲600千円
　○医薬品衛生材費の減額　 　▲19,400千円

77,100

令和 元 年度 宇陀市 国民健康保険事業特別会計（直診）

所管課

事業
区分

継続 事業名 国民健康保険診療施設勘定

補正予算

▲ 22,100

補正額

97,100

R元現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

区分

<--->

会計

<13>
年度
<2019>

[第 1 号] 事業別シート

宇陀市国民健康保険事業特別会計（直診）予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目

款

項

　国民健康保険法の規定に基づき、被保険者等の住民に
対し療養の給付を行うため、宇陀市国民健康保険直営診
療所を設置する。

健康増進課

備　　考

事業

根拠条例等 宇陀市国民健康保険直営診療所条例・宇陀市国民健康保険直営診療所管理運営規則

総合計画

事業勘定繰入金　2,100千円

基本計画　１－４－１ 医療体制の充実

特定財源の状況

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 2,100

一般財源

▲ 20,000

R元補正前
予算額

【歳 入】 （単位：千円）
款 補正前 ３月補正

診察収入 66,300 ▲ 20,600
72 0

使用料及び
手数料

866 ▲ 500

県支出金 650 0
繰入金 11,000 2,100

15,361 0
繰越金 1 0
諸収入 2,850 ▲ 1,000

97,100 ▲ 20,000

【歳 出】 （単位：千円）
項 目 節 補正前 ３月補正

施設管理費 一般管理費 給料 8,194 ▲ 300
職員手当 4,360 0
共済費 2,927 ▲ 300
賃金 9,622 0
旅費 20 0
需用費 3,044 0
役務費 1,301 0
委託料 727 0
使用料及び
賃借料

2,059 0

備品購入費 200 0
負担金、補助
及び交付金

16,057 0

公課費 9 0
研究研修費 研究研修費 30 0

医療費
医療用機械
器具費

5,029 0

医療用消耗
機材費

1,320 0

医薬品衛生
材料費

39,600 ▲ 19,400

検査委託費 1,439 0
公債費 元金 1,141 0

利子 20 0
予備費 予備費 1 0

97,100 ▲ 20,000

雑入

手数料

県補助金
事業勘定繰入金
一般会計繰入金
繰越金

項
外来収入
その他診察収入
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